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※この図面は縦覧に供した図面を審議会資料用に一部加工したものです
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 建築物の 

高さの 

最高限度 

－ 12ｍ － 

建築物の 

敷地面積の 

最低限度 

－ 180㎡ － 

壁面位置 

の 制 限 

建築の外壁又はこれらに代わる柱の面から道路及び隣地境界線までの距離は、2ｍ以上とする。 

ただし、住宅及び住宅で事務所、店舗その他これらに類する用途を兼ねるものについては、建築物の外壁又はこれらに代わ

る柱の面から道路及び隣地境界線までの距離は 1ｍ以上とする。 

壁面後退区

域における

工作物等の

設置の制限 

壁面後退区域には工作物等を設置してはならない。ただし、次の各号のいずれかに該当するものについてはこの限りではな

い。 

１ 道路交通標識等公益上必要なもの 

２ 自己の店名を表示した屋外広告物、誘導サイン 

３ 路線バス停留所の上屋 

４ 公衆電話所その他これらに類する公益上必要な建築物 

建築物等の

形態及び意

匠の制限 

建築物及び屋外広告物等の形態及び意匠は、以下のとおり周辺環境と調和したものとする。 

１ 建築物の外壁及び屋根の色彩は原色を避け、外壁の色彩は彩度 4.0以下とし、屋根の色彩は有彩色の場合彩度 4.0以下、

明度 7.5以下、無彩色の場合明度 7.5以下とする。ただし、自然石や土・木材等地域固有の自然素材や伝統的素材が使用さ

れている場合はこの限りではない。 

２ 屋外広告物は自己の用に供するもの以外は掲出しないこと。なお、自己の用に供するものは次の各号に掲げるものとす

る。 

(1)屋上利用広告物は設置又は表示しないこと。 

(2)一敷地における床面積 500㎡未満の建築物については、壁面表示面積の合計は 50㎡以下とし、床面積 500㎡以上 3,000㎡

未満の建築物については、100㎡以下とする。 

(3)壁面利用広告物は、表示する建築物の壁面の垂直投影面積の 1/5以下かつ 50㎡以下とし、表示面積の 1/3を超えて彩度 4.0

を超える色彩を使用する場合は 1/5以下かつ 25㎡以下とする。ただし、表示する建築物の壁面の垂直投影面積が 500㎡を超え

るものについては、垂直投影面積の 1/10以下とし、彩度 4.0を超える色彩を使用する場合は表示面積の 1/3以下とする。 

(4)地上に設置する広告物は、高さ 10ｍ以下(広告板は 5m以下とする。）、表示面積は 1面 10㎡以下とする。ただし、表示面積

の 1/3を超えて、彩度 4.0を超える色彩を使用する場合は 5㎡以下とする。 

(5)地色については、 周辺環境や建築物等と類似・調和するものとする。 

(6)電光表示装置を用いて映像を映し出すものは、表示又は設置しないこととする。 

(7)屋根のみの建築物（キャノピー等）において、表示面積が 5㎡以内のものについては上記(3)の限りでない。 

垣又は 

柵の構造 
道路に面する垣又は柵の構造は、生垣又は透視可能なフェンス等とする。ただし、周辺環境に配慮する防音壁等は除く。 

土地の利用に 

関する事項 
延べ床面積が 500㎡を超えるものについては、敷地面積に対して 3％以上の緑地化をすること。 

 

 「地区計画及び地区整備計画の区域は計画表示のとおり 

 

 理 由  別紙のとおり 
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